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１２；熊野神社付近高台 最大勾配　73%
　　　　　　　73cm/m

平均勾配　57%
　　　　　　　57cm/m

図５－２．熊野神社付近高台
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５．現地調査について



３、調査結果

○夜の住民分布（自宅）

図-4　田老地区市街地の夜の住民分布①②③

④

⑤

○昼の住民分布

①田老地区外に出る人 ②不明 ③場所の特定不明

④北方面（道の駅など） ⑤西方面（宮古北高校など）

図-3　田老地区市街地の昼の住民分布

調査結果を基にGISを用いて作成した田老地区市街地の住民分布図



夜の住民分布
３、調査結果

図‐7　田老地区市街地の

　　　　中学生の分布

図‐8　田老地区市街地の

　　　　高校生の分布

図‐5　田老地区市街地の小学

　　　　生未満の子供の分布

図‐9　田老地区市街地の
　　　　65歳以下の住民分布

図‐10　田老地区市街地の
　　　　65歳以上の住民分布

図‐11　田老地区市街地の

　　　　　避難困難者の分布

図‐6　田老地区市街地の

　　　　小学生の分布



田老
第一中学校

夜 津波が襲来したとき

○上荒谷地区からの避難

近隣の第一避難場所

⑫熊野神社付近高台
⑬五天王付近高台

地区内人口が多い
避難困難者が最も多

高齢者が多い
救援が必要になる

上荒谷地

この地区からは⑫熊野神社付近高台が
最も近い

既存の研究より

・最大勾配41%と最大勾配71%の2つの階段避難路がある

・多くの住民を受け入れられる容量がない

⑬五天王付近高台

既存の研究より

・避難路が車道

・勾配が緩やか



田老
第一中学校

避難困難者・高齢者が
集中する居場所から・・・

⑫熊野神社付近高台

⑬五天王付近高台

約240m

約500m

上荒谷地区

・急勾配の階段避難路の存在

・勾配が緩やかで階段がない

上荒谷地区の避難困難者や高齢者は、⑬五天王付近高台を
補助的な避難場所として利用することの事前検討が必要と言える

・高齢者に身体的負荷

・避難困難者の輸送に時間がかかる

・多くの住民を受け入れられる容量がない

避難路・避難場所の混雑により
避難場所までたどり着けなくなる恐れ

・身体的負荷が軽い

・車椅子などを使う住民にとって有効である
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６．田老町田老地区における津波避難計画支援システム

N

図６－３．田老町田老地区における津波避難計画システム（解析例）



６．田老町田老地区における津波避難計画支援システム

図６－２．田老町田老地区における津波避難計画システム（解析例）
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